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新
年
の
御
挨
拶つ

く
ば
市
農
業
委
員
会

会
長

飯

野

和

男

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
た

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
旧
年
中
は
農
業
委
員
会

の
運
営

・
活

動
に
射
し
ま
し
て
、
格
別
な
る
御
理
解
と
御
協

力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
も
引
き
続
き
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
大
き
く
受
け
た

一
年
で

あ
り
ま
し
た
。
感
染
拡
大

の
影
響

で
多
く
の
競

技
が
異
例

の
無
観
客
開
催
と
な

っ
た
東
京
オ
リ

ン
ピ

ツ
ク
で
は
、
テ
レ
ビ
画
面
に
映
し
出
さ
れ

る
ア
ス
リ
ー
ト
の
激
聞
、
笑
顔
、
涙
か
ら
多
く

の
人
々
に
感
動
や
勇
気
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

つ
く
ば
市
に
お

い
て
は
、
ス
イ
ス
連
邦

の
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
と
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
七
月
十
三

日
か
ら
人
月
二
日
の
間
、
事
前
キ
ャ
ン
プ
で
ス

イ

ス
選
手
団
が
市
内

に
滞
在

し

て
お
り
ま
し

た
。
感
染
症
対
策

の
面
か
ら
市
民
交
流
は
難
し

い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
選
手

へ
の
食

の

提
供
に
お
い
て
、
地
元
産

の
農
産
物
に
触
れ
て

い
た
だ
く
機
会
に
な

っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思

い
ま
す
。

農
業
委
員
会

の
活
動

の
中
で
は
、
担

い
手

ヘ

の
農
地
集
積
、
新
規
参
入
の
促
進
、
遊
休
農
地

の
発
生
防
止
等

々
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、

市
に
射
し
て

「
令
和
四
年
度

つ
く
ば
市
農
地
等

利
用
最
適
化
推
進
施
策
に
関
す
る
意
見
書
」
を

提
出

い
た
し
ま
し
た
。
令
和
四
年
が
農
家

の
皆

様
や
農
業
を
取
り
巻
く
状
況
に
と

っ
て
素
晴
ら

し

い

一
年
と
な
る
よ
う
、
関
係
機
関
と

一
致
団

結
し
、
課
題
解
決
に
向
け
て
真
塾
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様

の
よ
り

一
層

の
御
支
援
、
御

協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆

様

の
御
多
幸
と
御
健
勝
を
心
か
ら
御
祈
念
申
し

上
げ
、
新
年

の
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま

す
。
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I
令和4年度つくば市農地等利用最適化推進施策に関する意見書提出

令和 3年 10月 5日、つくば市長へ「農地等利用最適化推進施策に関する意見書」を提出しました。この意

見書は農業委員会等に関する法律第 38条第 1項に基づくもので、農地等の利用の効率化及び高度化の促進

を行うための施策等の改善について意見を取りまとめたものです。

主な内容は以下のとおりです。

・農地の保全と有効利用対策について  .
(基盤整備の推進、農地中間管理事業の適用促進)

・担い手、経営対策について

(新規就農支援の充実、多様な農業担い手の育成 。確保)

・持続可能な地域農業の確立について

(有機農業の推進、地産地消の推進)

・害獣被害対策について

(イ ノシシ、アライグマ、ハグビシン対策)

。コロナ禍における営農支援について

(農業者に対する経済支援等)

生

右から五十嵐市長、飯野会長、蛯原委員

不u 最適イと拒進委 翻農地利用最適化の推進に関する研修会開催 選
令和 3年 12月 6日、つくば市農地利用最適化推進委員を対

象に農地利用の最適化の推進に関する研修を行いました。当日

あしたが

TSklJ、 UIX｀
`Lえ

るまち

キ

高野 武久 (苅間)

担当区域 :谷田部 12区

葛城根崎、苅間、原、西大橋、西岡、

小野障 (小池に限る。)、 島、西平塚、

東平塚、下平塚

は、茨城県農業会議より

講師を招き、担い手への

農地の集積・集約化の手

法等について、事例を含

めたお話をしていただき

ました。

農地の貸し借りは、必ず公的機関への手続きをしましょう!

地主
⑬農地を返してほしい時に返してくれるか不安だ
◇離作料を請求されたらどうしよう
●相続が発生した時、その農地はどうなるのだ
ろう

借り手
◇いつ地主から「農地を返してくれ」と言われる
か不安だ

◇相続が発生したら誰から借りているのか分から

なくなる

●公的機関 (農業委員会、農業政策課、茨城県農地中間管理機構)が仲介す/∂ ので、

安心して農地の貸し借りができます。

●契約期間が終了すイ孔ば、離作料を支払うことなく、確実に地主に農地が返つてきます。

(農地法に基づく賃貸借を除く)

手続きをしないとこんな問題が・"

手続きが面倒だから

口約束で賞して (借りて )いる
転作・税金等の関係があるの

で手続きをしていない

トラブルを避けるためにも

農地の貸し借りは公的機関
への手続きをしましょう

こんな農地はありませんか?

手続きをせすに
親成 。知人などに

農地を貸して (借りて)いる
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(2002年 1月から始まつた新たな年金事業(新制度)のみが対象になります)

35歳未満で要件を満たす通常加入の方の保険料納付下限額が2万円から1万円に

引き下げられます !

※保険料引き下tザ (保険料 1万円以上)の対象者
次の①～⑤のいすイ1にも該当しなしヽ方
① 認定農業者かつ青色申告者
② 認定新規就農者かつ青色申告者
③ ①また|よ②の者と家族経営協定を締結し経営に参

画している配属者または直系卑属

④ 認定農業者また|よ青色申告者
⑤ ①また |よ②以外の農業を営む者の直系卑属で、

その農業に常時従事する後継者

ポイ

逢永2)農
業者年金の受給開始時期の選択肢が広がります !

※1957年 4月 2日以降に生まれた方が対象

●農業者老齢年金… 65歳以上フ5歳未満の間で、受給時

期を選択 (裁定請求する時期)することができるようにな

ります (裁定請求せすにフ5歳に達 した場合 |よ 、ア5歳か

ら年金を受給することになります)。

●特例付加年金…受給要件を満たしてしヽればいつでも受給

時期を選択 (裁定請求する時期)することができるように

なります。なお、農業者老齢年金と|よ異なり、受給開始

年齢の上限 lよありません。

ポイ

迭宴〔)農業者年金の加入可能年齢の上限が引き上げられます !

0農業者年金に加入できる年齢が、20歳以上 60歳未満から20歳以上 65歳未満に引き上げられます (ただし、国民年

金の任意加入であつて農業に従事 (年間60日以上)し てしヽる方に限ります)。

◎加入の御相談はお近くの農業委員・農地利用最適化推進委員・農業委員会事務局まで

遊体農地の活用に
グリーン′ゞンク事業をお役立てください

〔賞し手】

土地と貸出条件をこ登録いただきます。(土地の所在、期F日日、賃料などの希望)

農地中間管理事業とは

茨城県農地中間管理機構 (茨城

県農林振興公社)が行う事業で、

農地を貸したい方から、農地を

借り受け、担い手に転貸すること

により、農地の集積・集約を控

進する事業です。

●茨城県農地中間管理機構 (茨

城県農林振興公社)が借り受

けるので、安心して農地の貸し

借りができます。

●契約期間が終了すれば、離作

料を支払うことなく、確実に地

主に農地が返つてきます。

グリーンパンク事業とは

遊体化した農地を貸したしヽ方と農地を借りたしヽ方の農地貸借を仲介する事業

です。

〔借り手I

借りたしヽ条件をこ登録いただきます。(借りたい地域、面積、期間などの希望)

※土地の条件によつて|よ 、登録できなしヽ場合があります。

※両者の条件が一致して契約となります。登録後、貸借の相手が見つかるまでにお

時Fロロを要する場合がありますので、あらかじめこ了承くださしヽ。

希望条件の一致後、契約内容 (貸借期間や賃料、土地の境界声よど)につしヽて両

者で話し合いを行しヽます。話し合いにより決まつた内容を基に契約書を作成し、農業

委員会の審査を経て、契約が開始されます。

農地を守るために担い手に

農地を集積し、農地を有効

活用しましょう:

2022年 5月 1日以降

農地を賞したい、倍りたいとお考えの1皆様ヘ

農地中間管理事業を

積極的に晉活用ください

1間合せ先 つくt齢農業政策課 029‐883・ 1111(代表)
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トラクター運転時の

シートベルト着用のお願い

全国で
~母

年300件以上起こつている農作業中の死亡

事故のうち、トラクター運転時の路外逸脱、勾配のある

場所での横転。転覆により、運転者が横転車両から投 (ザ

出され、下敷きになる事故が多く発生しています。

また、県内における本年及び昨年の死亡事故では、

シートベルトを着用していた方はいませんでした。

車体から投 |ザ出されないよう、シートベルトを着用し、

頭部保護のためヘルメットを着用しましょう!

若ヽけててよかつた/

シートベルト

トラクターを運転するときは
~

シートペυレト毯着用修感陽ょぅ]B

農 林 水 産 省

トラクター等の交通事故による死亡者数

シートベルト着用あリ    シートベナι卜着用なし

148人3人

謂

緩

一

篭波田KttF瑠涙酵導個湖酪
1月 14日 (金)

4月 13日 (水)

2月 14日 (月 )

5月 13日 (金)

3月 14日 (月 )

6月 13日 (月 )

農業委員会総会は一般の方も

傍聴ができます。

農地法に基づく許可申請等の締切は

毎月20日です。

締切日が閉庁日の場合は、直前

の開庁日が締切日となりますの

でご注意ください。鰯

唸全回震業漸間が
農業者の目線にあつた分かりやすい紙面で、週刊

紙としてダイムリーな記事を中心に、経営や暮ら

しに役立つ情報を提供しています。

発行日 毎週金曜日

購読料 月 700円 (送料込)

発 行 全国農業会議所

鍬  穴ゃ
鬱

お近くの農業委員・農地利用最適化推進委員・農業

委員会事務局までお申込みください。

暮

ｉ

◎
編
集

●
委
員
長

青
木
　
道
子

０
副
委
員
長

雨
貝
　
洋
子

０
委
　
自貝

柳
下
　
壮
賀

朗

０
委
　
口貝

遠
藤
　
道
夫

●
委
　
口貝

市
村
　
一死
則

上記に関するお問合せは、農業委員会事務局まで TEL 029‐883‐1111(代 )章、

膵 羹
G締

剤 船 軸 ∞ 曲 働 インク乾 イ
"用

t′ l韓 す


